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現症：身長 145 cm、体重 45.6 kg、BMI 21.7 kg/m2、
ストーマ排泄口から約 6 mm口側に腫瘤を触知した。腹
部正中から左下腹部にかけて 10×8 cm の腹壁瘢痕ヘル
ニアを認めた。
腹部造影CT検査：人工肛門部に境界不明瞭な造影効
果を伴う 60 mm 大の腫瘤を認めた。周囲脂肪織の濃度
上昇があり、腹壁浸潤ありと診断した。所属リンパ節転
移や遠隔転移は認めなかった。腹部正中に 10×8 cm の
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認めた。また、Hb 7.7 g/dL の小球性貧血を認め、術前


















TP 6.7 g/dL WBC 6.07 103/μL
Alb 2.7 g/dL RBC 3.16 106/μL
BUN 20.7 mg/dL Hb 7.7 g/dL
Cr 1.23 mg/dL Ht 25.6 ％
Na 141 mEq/L Plt 324 103/μL
K 4.1 mEq/L CEA 16.7 ng/mL











人工肛門部周囲 2 cm 程度の距離をとって皮膚を切開し
た。小腸に腫瘍浸潤があり、切除に際して骨盤内小腸の
癒着剥離操作が必要となったため、下腹部正中切開を加
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